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MapInfo Pro TM v16
スパッとマップ表示、スカッと課題解決

ロケーション インテリジェンス
地理情報システム

主題図の編集がさらに容易に

主題図編集のインターフェイスが一新され、使い勝手が大幅に改善されました。
リボンメニューやレイヤ管理ダイアログからマップを直接変更や更新できるようになったほか、ギャラリーコ
ントロール上でマウスオーバーした瞬間に主題図の表現がフィードバックされるよう操作性が進化しました。

使いやすさ

• 直感的なユーザーインターフェ
イス

• 操作が容易なリボンナビゲー
ション

• 右クリックでミニツールバー

• マウスオーバーで設定を即、
ビューに反映

多彩なデータに高速アクセス

• Pitney Bowes Commerce 

Cloud によるグローバルジオ

コーディングへのオンデマンド
アクセス

• 140ヶ国以上の住所や地物を
ジオコーディング

• 正確なジオコーディングがもた
らす正しいビジネス判断

トータルの相互互換性

• 既存のITシステムとの容易な
連携

• 最新のOGCスタンダードをは

じめとしたファイル形式を幅広
くサポート

• 他社GISや既存ビジネスシス
テムとのデータ共有を加速

レイヤ管理上で
表示レンジを指定

主題変数を変更可能

色のパレットで
素早くカラー変更

主題図設定を自在に
変更可能な主題図タブ

MapInfoProv16の新機能

レイアウトデザイナーの改善により
マップ入りレポート作成が短縮

レイアウトデザイナーの改善により、見栄えのよいマップがよ
り短時間で作成できるようになります。
レイアウトリボンタブは操作性向上のための修正が行われた
ほか、アンダーラインやバックの配色などラベル表現を多彩に
できるテキスト表現が加わっています。
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ブラウザウィンドウでデータのソートやフィルタリングが可能に

Microsoft Excelのスプレッドシートを扱うような感覚で、データのソート

やフィルタをかけることができるようになりました。ブラウザウィンドウ
にメニューバーが追加され、行の交互配色、削除行と選択行の表示
などの表現力の改善が実現。さらに、データのソートやフィルタ操作
などの機能を追加しました。もう面倒なSQL検索を行う必要はありま
せん。

並べ替えとフィルターメニュー フィールドのヘッダーを右クリックで、並べ替えとフィルターメニューがポップアップ

アクティブレイアウト採用による、新しいレイアウトデザイナー

マップやレポートの印刷に便利なレイアウトデザイナーが一新され、
見栄えのよいマップ入りレポートがより効率よく作成できるようになり
ました。

もう、かつてのようにマップウィンドウとレイアウトウィンドウ間を、行っ
たり来たりして編集する必要はありません。その上、レイアウト内の
マップ上で、移動や拡大縮小、レイヤのオンオフ、ラベルの編集が可
能になり、イメージした通りのレポートの作成がスムーズに実現しま
す。

ほかにも、レイアウト内のブラウザウィンドウの直接操作が実現した
り、レイアウト内でのグリッドラインの表示、自動改行テキストボックス
の提供、レイアウト内へのロゴや画像の追加などの新機能が、レイア
ウトウインドウの使い勝手を加速させました。

データの追加･編集時に並び替えまたはフィルタを再適応（更新）

ブラウザに表示されるテキストのスタイル

表示フィールドを選択

新しい行を追加メニューの選択

MapInfo Pro 過去5年間の進化 だから、ｖ16にアップグレード！！
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関連製品の Spectrum Spatial Analyst （SSA）を活用すれば、
MapInfo Proで作成した地理的なデータや分析マップをサーバ環境
で共有し、ネットワーク経由で関係者のPCやスマートフォンなどから
常に閲覧を行うことができるようになります。
SSAはシステム導入後にアプリの開発やコーディングは不要で、
サーバにマップをアップロード後、専用の画面上にてマップの設定を
行うだけで、手軽にウェブマッピングが実現します。
組織内部での情報共有はもちろん、ポータルサイトを通じた外部へ
のマップの公開も可能で、チーム内外の意思決定に強力な武器とな
ります。

MapInfo Proで作成した分析マップをオンラインでシェア
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マップの機能性と表現力をアップさせるラベル表示機能の向上

マップの見やすさ、わかりやすさを左右するラベルの表現力アッ
プにも力を入れています。

細かいポリゴン内にラベルを自動的に収めたり、収まらない場
合は、引き出し線による表示や省略ラベルオプションによる短
縮ラベルが可能となりました。また、ラベルが込み入った場合に
は、異なるレイヤ間でのラベルの優先度を設定したり、線状の
ラベルに対しては、曲線化ラベルの表現性向上を計るなど、よ
り見やすい表現のための改良を行っています。

直感的で使いやすいリボンインターフェイスを採用

v12.5から導入となった64bit版では、ユーザーインターフェイスを
Microsoft Officeなどで採用されているリボン形式のユーザーイ

ンターフェイスに一新し、操作時のマウスクリックを減らし、直感
的で高い操作性を実現しました。

Pitney Bowes

ユニコードのサポートによる多言語マップの同時表示

文字コード規格としてユニコード対応を行いました。日本語とタイ
語と中国語といった複数の言語の地図を同時に正しく表示でき
るようになりました。海外に進出した日本企業が現地の分析を
行う場合でも、ストレスなく同時に複数の国の作業を行えるよう
になります。

Advanced版の登場によりラスターグリッド分析が実現

巨大なラスターグリッドを軽量化し、高速処理できるグ
リッド形式（.MRR）を採用
MapInfo Pro Advanced 向けに新たにMRR (Multi-
Resolution Raster) 形式と呼ばれる革新的なデータ

フォーマットを開発しました。異なる形式のグリッドの保
持や同一グリッド内での複数の変数や異なる解像度の
データ格納が可能に。大規模なデータセットをコンパク
トに保存することができます。

陰影表現がきれいなマップを使いやすい操作で実現
ラスター分析の必要かつ十分な諸機能はリボンタブ内
にコンパクトにまとめられており、高い操作性を実現し
ています。陰影表現はビルトインされたカラーパレット
や光源設定をマウスオーバーによってオンザフライで
変更可能で、作成データを都度保存する必要なくイメー
ジ通りのマップ制作が効率よく行えます。

ラスタグリッドデータを高速処理できる機能を加えた上
位バージョンであるMapInfo Pro Advanced も選択可能
となりました。
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MapInfoProv16の新機能 動作環境
MapInfo Pro /MapInfo Pro Advanced
Version 16 (64bit版)

OS
• Windows® 10 64bit
• Windows® 8.1 64bit
• Windows® 7 Ultimate 64bit SP1
• Windows® Server 2012 R2 64bit SP1
• Windows® Server 2012 R2 64bit

(XenApp 7.5使用)
• Windows® Server 2008 R2 64bit SP1
• Windows® Server 2008 R2 64bit

(XenApp 6.0使用)

空間DB
• Microsoft SQL Server 2016
• Microsoft SQL Server 2014
• Microsoft SQL Server 2012
• PostgreSQL 9.5.3 (PostGIS 2.2.2)
• PostgreSQL 9.4.2 (PostGIS 2.1.7)
• PostgreSQL 9.2.2 (PostGIS 2.0.1)
• Oracle Spatial 12c R1
• Oracle Spatial 11g R2
• SQLite 3.8

DB
• Microsoft Access 2010, 2013, 2016

一般PCファイル
• Microsoft® Excel
• Microsoft® Access
• DBF
• CSV、区切り付textファイル

空間データ
• AutoCAD® DXF/DWG
• SHP
• DGN
• GML
• KML
• OGC GeoPackage 他

画像・イメージ地図
• WMTS 
• WMS
• WFS 
• CSW
• 航空写真画像
• 衛星写真画像
• スキャンした紙地図
• Microsoft® Bing maps

データ互換性

Pitney Bowes, the Corporate Logo and Spectrum are trademarks of Pitney Bowes Inc. or a subsidiary. All other

trademarks are the property of their respective owners. © 2014-2016 Pitney Bowes Inc. All rights reserved.

この内容は予告なしに変更する場合があります。ここに記載されている製品およびサービス名は、各社の商標です。

詳細は、ピツニーボウズジャパン

または、製品販売パートナーまでお問合せください
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データの互換性がさらに充実

TABファイルの性能が拡張し、テーブルには最大1,000のフィールドを持てるようになったほか、2GBのファ
イルサイズの上限がなくなりました。また、以下に示すような最新のOGCスタンダードのサポートによって
相互運用性が向上し、マップや位置情報の共有がさらに容易に実現します。

• OGC Web Feature Service (WFS) 2.0
• OGC Web Map Tile Service (WMTS)*1

• OGC GeoPackage*2

*1 WMTSは、画像化されたタイルマップを Web経由で提供するためにOGCが定めた標準プロトコルです。
世界各国でWMTS形式で公開された地図情報があり、日本でも国土地理院や産業技術総合研究所がサービスを公開し
ています。
*2 GeoPackageはOGCが定めたオープンスタンダードなGISデータ形式です。ピツニーボウズのロケーション製品はもちろん、
他社GISとのデータの共通活用やモバイル活用シーンでのメリットがあります。

地理院地図（国土地理院）のWMTSを表示した例 日本シームレス地質図（産業技術総合研究所 地質調
査総合センター）のWMTSを表示した例

全世界のユーザーが世界対応のジオコーディングを
オンラインで

MapInfo Pro v16 では世界対応の住所や地点へのジオコーディン
グをオンラインアクセスを通じて実現します。従来型のデスクトッ
プのジオコーダーのように参照用の住所データを購入する必要

• Pitney Bowes Commerce Cloud によるジオコーディング・サービスを使用するクレジット*
• 140ヶ国以上のストリートレベルのジオコーディング
※クレジットは新規購入後の一定期間に毎月割当があります。一定期間後はメンテナンス契約に加入し、追加のク
レジットの購入が必要になる場合があります。

なく、世界中の住所をジオコードしてマップ上に表示可能です。
日本の住所は漢字表記はもちろん、ローマ字表記の処理も可能です。

ラスター機能の追加でさらに進化 （Advanced版）

MapInfo Pro™Advancedは、高解像度グリッドデータの超高速処理、ビジュアライゼーションと解析を
行うための世界で最も高性能のデスクトップベースのラスターGISソリューションです。大陸レベルや

全世界レベルの巨大なデータでもストレスなく処理を行い、組織全体でその成果を容易に共有するこ
とができます。
最新版では、さらに改善が加えられ、ビジュアライゼーション、分析、生産性が向上しています。

• LiDAR / .LASデータセットを含む複数のファイルからグリッドを作成可能に
• グリッド計算機能の強化
• 新しいグリッド補間方法

統計解析 可視域解析ホットスポット 表層分析
(傾斜,角度, 曲率)


